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ＮＳＴミニレクチャー第２０回 ～リハビリテーション栄養のお話し～ 

月に 1度の栄養の勉強、ＮＳＴミニレクチャーのコーナーです。 

今回は、先月 12月 6日（火）にＮＳＴ勉強会にて行った「リハビリテーション栄養について」、より広く 

知っていただくために、簡単にまとめましたのでお話しさせていただきます。 

リハビリテーション栄養とは・・・ 

 患者さんの栄養状態も含めて、国際生活機能分類（ＩＣＦ）に基づいて 

評価を行った上で、障害者や高齢者の機能・活動・参加を最大限発揮 

できるような栄養管理を行うことです。 

 リハビリと栄養管理を同時に行うことによって、機能や ADL、QOLが 

改善する可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○エネルギー必要量を計算する際には、現在のエネルギー消費量にプラス 

して、リハビリによるエネルギー消費量、さらに栄養状態改善（体重増加等） 

に必要なエネルギー蓄積量を考慮する。 

○効率的に栄養を摂取するためには、リハビリ直後の栄養補給 

（特にアミノ酸である BCAA）が有用と言われている。 

低栄養状態 

不適切な栄養管理 

 

栄養状態良好 

適切な栄養管理 

トレーニングの効果が

期待できる☆ 

筋肉が分解され、かえって

栄養状態の悪化に！！ 

≪文責：栄養管理室 伊東 内線 1302≫ 

当院では、BCAA を多く含む飲料としてメディミルプチロイシンプラスを採用しております。リハビリ患者さ

ん等多くの方にご利用ください。また、低栄養の方などの相談も随時行っておりますので、お気軽にお声かけ

ください。本年もよろしくお願い致します。 
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